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Long-term administration of vasopressin can cause Ménière’s disease 
in mice. 
(バゾプレッシン長期投与はマウスにメニエール病を起こす) 
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マウスに VP 50μg/kg を 5日間皮下投与 (1群)、2週間投与 (2群)、ICRマウスに VP 50μg/kg
を 2週間投与 (3 群)、8週間投与 (4群)を作成した。回復過程の検討では VP2週間投与後 6
週間 (5 群)、8週間投与後 8週間後(6群)のマウスを作成した。また、めまい発作の誘発を目
的として一万倍エピネフリンをコントロール群と 1-4群のマウスの左鼓室内に投与した。さら
にラタノプロストの効果を見る目的で CBAマウスに VP 50μg/kg皮下投与と同時に左中耳内に






すべてのマウスで VP 投与により EHが形成され、その程度は投与期間に比例して高度になっ
た。ICR マウス (3群)は CBAマウス (2群)より EHが高度で、4群は 3群より高度であった。 
VP8 週間投与マウス (4群)は、ライスネル膜が前庭階に張り出し骨壁に付着するほどの高度
EHを発現した。外有毛細胞および、ラセン神経節細胞は一部消失していた。 
前庭器では EHは一般的に後半規管膨大部で最も強く、 1群と 2群では球形嚢と後半規管膨




8週間 VPを投与しても投与を中止することで EHは改善した。 
















VP投与中止により改善すること、VP8 週間投与による EHも VP投与中止により改善するが、蝸
牛有毛細胞や神経節の障害は残存することから、早期の VP制御により内耳は正常に回復する
こと、VPの高値が長期間続くと永続的な障害をきたすこと、などが明らかとなり、メ病の治
療では早期に VP 値の正常化、言い換えればストレス軽減を行い、聴力の回復を図ることが重
要であることが示唆された。また、ラタノプロストはメ病の新たな治療薬になりえる可能性が
あると考えられた。 
 
